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平素は岡崎信用金庫をご利用、お引き立ていただき、厚く御礼申し上げます。
今年度も、当金庫に対するご理解を一層深めていただくために、ディスクロージャー誌「おかしんの現況2025」を

発行いたしましたので、ご高覧いただきますようお願い申し上げます。
当期のこの地域の景気は緩やかに回復しました。物価上昇により消費者マインドの改善に足踏みが見られたものの、
高付加価値商品の販売は好調を維持し、また、インバウンドの増加にも支えられて、個人消費は底堅く推移しました。
企業の生産活動について見ると、完成車メーカーにおける出荷停止の影響により一時的に弱い動きが見られましたが、
その解消とともに次第に持ち直しに向かいました。こうした状況を背景に企業収益及び業況判断に関する経済指標は
改善した一方で、原材料費の高騰や賃上げによるコストの増加を販売価格に十分に転嫁できない企業も多く、倒産
件数は増加傾向となりました。
金融面では、日本銀行が2024年7月及び2025年1月の2度にわたり政策金利の引き上げを行いました。
以上のような環境のもと、当金庫は、お客さまのご協力をいただきながら定期的にアンケートを実施し、お客さまが

抱える経営上の課題やニーズを的確に把握するとともに、その解決に向けたサポートを迅速かつ強力に推進しました。
特に、ビジネスマッチング、事業承継・М＆Ａ、不動産有効活用など、専門部署を中心とする業務体制を整備し、職員の
スキルアップをはかりつつ、きめ細やかなサービスの提供に取り組んでまいりました。一方で、相続による預金の流出・
ネットバンキングの台頭により、預金の獲得競争に拍車がかかり、地公体をはじめとする大口預金の入札金利が高騰
しました。当金庫は採算面を重視し入札を見送った結果、預金残高は減少しましたが、収益性の向上を図ることができ
ました。また、有価証券等の余資運用では、金利上昇を受けた保有資産内容の入替えを推進しました。
これらの取り組みにより、預金積金は前期末比３９８億円の減少、貸出金は同５８４億円の増加、また、損益状況につき

ましては、経常利益４６億９１百万円、当期純利益３４億８4百万円を確保することができ、激しい競争のなかでも堅調な
業績を収めることができました。
我が国を取り巻く国際情勢は、米国トランプ大統領の外交・通商政策によって、世界経済が大混乱に陥っており、

国内でも高関税が自動車関連をはじめ輸出産業に深刻な打撃となることが懸念されるなど、景気の先行きには不透明感
が強まっています。そうしたなか、段階的に利上げを進めてきた日本銀行の金融政策についても、今後の展開を見通す
ことが難しい状況となりました。　　
金融機関の経営環境につきましては、金利上昇による資金調達コストの上昇、および運用環境への懸念、高齢化に

よる人口減少によって地方の空洞化に起因する預金の都市部への集中化、企業先の減少による経済の停滞、インター
ネット専業銀行等異業種参入による競争の激化等、先行き不透明な状況が続くものと予想します。
営業エリアが限定される当金庫にとって、人口減少が進むなかで顧客基盤を維持・強化していくことは大変重要な

経営課題です。
このような状況の中において、お客さまに選ばれ続けるために、教育・研修体制の充実を図るなど、お客さまに質の
高いサービスをお届けすることができる職員の確保・育成に向けた人材投資、お客さまのニーズを的確に把握し、その
期待にお応えするための地道な活動、情報技術の進捗に即した、商品開発・サービスの改善といった課題と向き合って
業績・成果を挙げてまいります。
引き続き、お客さまから一層の信頼をいただけますよう、役職員一丸となって業務運営に邁進する所存であります

ので、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
2025年7月

基本方針・経営計画

シンボルマーク
岡崎の「岡」の文字の草書体をイメージ化し、
人をデザインの要素に取り入れ、親しみのある
「ヒューマン・バンク」と、地域とともに歩む
「コミュニケーション・バンク」を表現しています。

バンクカラー
「オカシンレッド」人間性と情熱に溢れ、地域とともに歩む
金融機関を表現しています。
「オカシンブルー」信頼があり、知的で質の高い金融機関を
表現しています。
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（注）本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てて
表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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